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国際会議報告  

ASCON-IEEChE2018 の報告 

東京農工大学 亀山秀雄  

 

はじめに  

 昨年の11月4日～7日にかけて台湾の

日月潭でThe 6th Asian Conference on 

Innovative Energy and Environmental 

Chemical Engineering（ASCON-IEEChE2018）

が開催されました。  

この国際会議は、1988 年に流動層の

国際会議 ASCON として東京で始まり、

2008 年にエネルギー・環境分野に範囲

を広げた ASCON-IEEChE として発展改組

し、日本、タイ、台湾、韓国,日本を経

由して今回の台湾で３０年目になる長

い歴史のある会議です。2014 年の韓国

大会から P2M セッションが設けられま

した。本学会としては、2 年に 1 回の国

際会議で P2M の学術論文を発表できる

場として活用しています。ここでは、会

議の様子を報告します。 

 

１．開催プログラム  

 会議は、10 か国から 114 名が集まり 5

日の開会式に始まり基調講演と 9 つの

セッションでの 54 件の口頭発表と 73 件

のポスター発表が 6 日までありました。 

最後の 7 日はテクニカルツアーが行わ

れました。参加者数は、同伴者を入れる

と 140 名ぐらいになりました。参加国別

人数を表１に、セッション別発表数を表

2 に示します。  

全体として化学工学系の環境とエネル

ギー関係の研究分野を網羅しています。

その中で、P2M セッションは、異色の存

在ですが、基礎研究ら応用研究へと発展

し、実証試験に進み最後に事業化までを

考えた場合、P2M の存在は重要であるこ

とが化学工学分野の研究者に理解され

たため、2014 年から P2M セッションが

加えられるようになりました。  

 

表１ 参加国別人数  

参加国  参加人数  

台湾 50 

韓国 27 

日本 17 

中国 9 

タイ 6 

ロシア 2 

インド 1 

USA 1 

ソロモン 1 

合計 114 

 

表 2 セッション別人数  

セッションテーマ 発表数 

基調講演 2 

流動層関係 4 

環境保全 10 

P2M 6 

触媒・材料 5 

燃焼・ガス化等 5 

バイオマス 9 

水素 3 

エネルギー変換 5 

膜分離 5 

ポスター発表 73 

発表合計 127 
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２．P2M セッションでの発表  

 5 日の午前中に P2M セッションが組

まれていました。吉田先生による「The 

Role of P2M in Changing Industrial and 

Business World」の基調講演に続いて、5

件の研究発表があり、最後に総合討論が

行われました。会場には 40 名程度の聴

衆者が集まり、日本の P2M の手法に聞

き入っていました。特に韓国の主要研究

者の Dr. Sang-Done KIM 教授と Dr. Yong 

KANG 教授は、最前列に座り熱心に聴

いていました。吉田先生によると韓国で

も政府が支出する研究費による研究の

管理者の必要性が高まっているので、日

本の P2M による研究管理に関心が高く

なっているとのことです。これに関して

のプログラムオフィサーの仕事内容に

つぃては、本号の記事をご覧ください。 

プログラムの詳細はホームページ

http://www.ascon2018.org.tw/index.html 

をご覧ください。論文は、まだ Web 上

からダウンロードできないようです。興

味のある論文は亀山まで問い合わせい

ただければ、pdf でお送りいたします。  

 

３．セレモニー  

 ５日最初のオープニングセレモニー

では、吉田名誉会長が挨拶に立たれ、化

学工学のこれからの進むべき方向を述

べられる中で、P2M の手法を化学工学の

中でも活用することが必要であると述

べられました。その宣伝効果もあってか、

P2M セッションに多くの聴衆者が集ま

ったと思われます。  

 ６日の夕方からバンケットが開催さ

れ、その席上で吉田名誉会長が今までの

ASCON 会議の功績を称えて表彰されま

した。その返礼に会議の様子を日本の和

歌で詠んだ歌が日本語と英語で表示し

た吉田名誉会長のスピーチは、参加者一

同に感銘を与えていました。詳しい和歌

の内容は、この P2M マガジンで紹介さ

れることでしょう。  

 

４．おわりに  

 今 回 の 論 文 は 、 改 め て 学 術 雑 誌

「Energies」に投稿して査読審査を通過

すれば ASCON 特集号として掲載される

ことになっています。この雑誌のインパ

クトファクターは 2.67 と高い雑誌です。

前回の ASCON2016 は、JCEJ の Volume 

51 Issue 9 に P2M 関係が 3 報掲載されて

います。国際 P2M 学会の編集員会では、

ASCON2018 に発表した論文は、国内で

の発表と同じ扱いで投稿すれば査読審

査されることになっています。次回の

ASCON は 2020 年 11 月に韓国で開催さ

れることになりました。この年は、P2M

学会創立 15 周年の年になります。国際

的に P2M を宣伝するタイミングとして

良い時期と思われます。多くの方の発表

を期待しています。 

2018 年 12 月 24 日受理  

 

表３ P2M セッションでの発表者と論文タイトル 
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